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【一般的な質問】
質問１）2000年前後にジャパニーズ・ホラー・ブー
ムがあり、児童文学・大人の文学を問わず怪談や
ホラー等、怪異を扱った文学が盛んになりました。
しかし、その後、怪談やホラーの人気は、かつて
の隆盛期ほどではないように思われます。
　　この理由について、少年犯罪等が凶悪化・残虐
化したために、現実に見えている人間の方が恐ろ
しいという社会感覚によって、幽霊や妖怪などこ
の世ならぬものが登場する怪談が衰退したという
説がありますが、この説に関する先生のお考えを
お聞かせください。
松谷）そもそも、日本に残ってきた怪談は、語り継
がれるべき悲劇が基になっていたのではないか。
悲劇によって残された目に見えないものに対する
脅威。ブームによって、そこの部分が希薄になっ
てしまった感がある。希薄になる事により、残忍
さが日常になってしまったとしたら、とても恐ろ
しい事。残すべき怪談をこの先どうきちんと残し
ていくかが課題。
質問２）凶悪事件が多発している現代、古来から継
承されてきた「祟り」や「因果応報」などといっ
た考え方を見直して再評価し、幼少時のうちから
伝えていくことが大切である、との声もあります。
　　そうした意見について、先生はどのようにお考
えでしょうか。
松谷）昨今、今まで語り継がれてきた怖い話を子供
に毒だという偏見で、取り除いてきている。怖い
話の芯にあるものを見落とすことにより、安易な
物のとらえ方になる。
質問３）怪談はこわいもの、気持ちの悪いものとい
うイメージが一般にはありますが、怪談には愛や
信頼、友情や真心にあふれたものも多々あります。
先生は、文学としての怪談の可能性について、ど
のようにお考えでしょうか。
松谷）暗闇に対する恐怖も含め、闇に潜む物の怪の
存在に気づかない。グリム童話がそうであったよ
うに、幼児期に怖い物（者）の存在を知ることは、
大切。その中で助け合う事、導かれていく事、失っ
てはならない物（者）などを身につけていたりす
る。
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【『あの世からのことづて』、『異界からのサイン』、『現
代民話考』中の不思議譚・怪異譚を中心として、ご
著書についての質問】
質問４）先生が現代の民話を収集なさろうとされた
そもそものきっかけは何だったのでしょうか。ま
た、収集の基本は現地に滞在しての聞き書きかと
存じますが、収集にあたって気をつけられたこと
や工夫されたことなどございましたら、お聞かせ
ください。
松谷）木下順二先生の仰った内容を『現代民話考』
の中に纏めている注）。その後、岩崎としゑさんと
の出会いで、現代に語り継がれる民話が存在し、
具体化。聞き書きの中身を崩さずに、語り継がれ
ていくための一定の型として纏めていく。視点を
狂わせない。
質問５）『あの世からのことづて』『異界からのサイ
ン』『現代民話考』は先生のご著書と言う形になっ
ていますが、様々な方々の体験談の聞き書きが収
録されています。各話者の怪異に関する見解や立
場は異なると思われますが、先生は、その辺をど
のように考えておまとめになられたのでしょうか。
松谷）前の質問の答えと同じ。聞いた内容の視点を
狂わせず、私心をまじえずに、寄せられた話を読
者の前へ置く。
質問６）同じ怪異を扱っても、怪談になるかファン
タジーになるかは書き方によって変わってくると
思われます。先生の以前の作品では、怪異はファ
ンタジー的に描かれていました。（「貝になった子
ども」『龍の小太郎』『ふたりのイーダ』等）
　　しかし、『あの世からのことづて』『異界からの
サイン』『現代民話考』中の怪異譚では、明らか
に怪異として再話されています。この変化は、先
生に何かお考えがあっての事でしょうか。
松谷）採訪を夫と始めた若い頃は、聞いた昔話を自
分の世界に広げて再話する事が楽しかった。そう
して集められた昔話を自分の世界に引き込んで、
壮大な物語を生み出すことが夢でもあった。
　　「貝になった子ども」は自分の創作の世界。今
となっては民話のように思われるのか。若い時に
純粋に描いた創作の世界｡
　　『龍の子太郎』『まえがみ太郎』『ちびっこ太郎』
は、各地を巡りながら得た資料（昔話）から生ま
れた創作の世界。
　　『ふたりのイーダ』も創作の世界。
　　ただ、自ずとそうした作品に確かに現代民話と
つながる世界は持っている。
質問７）先生は長年、全国の民話を収集してこられ
ましたが、中には人智では理解しがたい不思議な
お話もたくさんあったことと存じます。これらの
解釈は人によって様々でしょう。
　　例えば、①人間の認識できる事象には限界があ
り、科学では解明できない怪異はあって当然であ
る、②怪異とは、人々の畏怖や感謝、欲求等が生
み出した心理的現象であり、そうした心象を生み
出した人間心理こそ考えるに値する、③怪異は実
際には存在しないが、文学上のレトリックや象徴、
あるいはエンターテインメントとして必要である、
などの立場が考えられます。
　　先生はどのようなお立場でしょうか。また、そ
のお考えは、先生の人生観にどのような影響を与
えたのでしょうか。
松谷）「科学で解明できないものは信じない｡」とい
う時代が確かにあって、私もそうした観念にとら
われていたかもしれないし、昔話も現実的なもの
が残されているとはっきり認識できたのは、まさ
に現代の民話を集めだしてからと思う。
　　魂と魂で人と人が繋がっているという、目に見
えない世界は確かにある。また、それは、神と人、
動物と人、植物と人、物と人というように、目に
は見えないそこに縁や畏怖が存在する。
質問８）現代人は人智を超えた存在や自然への畏敬
の念が足りない、という声もあります。
　　先生のご著書は、幼少時から不思議や怪異と親
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しみ、「この世ならぬもの」の存在を意識させるこ
とも意図して書いていらっしゃるように思われま
すが、この点について先生のお考えはいかがで
しょうか。
松谷）短絡的なものばかりが世にあふれてしまった
ことの弊害。日本には古代の祀りのように、神へ
の畏れ、自然に対する畏怖、自然に生かされてい
るという意識の強い民族。
　　そうした世界が能というあの世とこの世を往き
来する芸術になって残されてきた。女学生の頃、
先生によく連れて行ってもらった能の世界は現代
の民話を知るうちに、逆に非常にその世界が近く
感じられた。あの世とこの世の往き来は今も存在
していると感じる。
質問９）『あの世からのことづて』『異界からのサイ
ン』『現代民話考』には、神仏のご加護としか思
えないような不思議譚も収録されています。現代
では、物質科学の進展により、物質科学に還元で
きない現象には否定的な意見が強く、人智を超え
た存在や自然への畏敬の念は薄れ、人々の宗教心
も形骸化したり政治と結びついたりして、俗化す
る傾向が見られます。
　　こうした時代にこそ、神仏等の宇宙や大自然の
エネルギーを敬う素朴な宗教心が必要ではないか
と思われますが、先生はどのようにお考えでしょ
うか。また、現代人が純朴な宗教心を回復するに
は、どのような事が必要でしょうか。
松谷）科学の進化が、人の役に立つこともあれば、
様々な恐ろしい欲を生み出す結果にもなる。そう
した答えが昨今多く、そうしたことを語り継ぎ、
残していくと、その事実が民話となる。
　　いつの世にも繰り返されたことで、人の心に畏
怖が消えた時、自然が猛威をふるう。そこで何に
気が付けるのか。宗教心というくくりよりも、何
を学び、得られるかを求める人たちと、短絡的に、
たいして物を考えずに先へ進んでしまうかの違い。
教育というくくりも言いたくはないけれど、物事
をじっくり考える教育から遠ざかっていたのでは
ないか。量ではなく、質を求めていく事で、解決
できるかもしれない。
質問10）『現代民話考』には、戦争にまつわるさま
ざまな話が収録されています。生死の境をさま
よった際、神仏に祈ることにより奇跡が起きたと
いう霊験譚は、自分や身近な人間しか信じられな
い現代人に新鮮な驚きを与えることと思います。
こうした話を収集されることが、欲得を離れた純
粋な心の回復や戦争の抑止につながると考えます
が、先生のお考えはいかがでしょうか。
松谷）この通りと思います。この先も、残してゆき
たいものをきちんと見極めて、あなた方で後世に
残して行ってほしい。私は、ただ書きたくて書い
てきただけ。それが結果、こういう形で受け止め
ていただけたなら、書いてきた甲斐があった｡ 不
思議な物､ 見えない物の中に真実があったり、そ
れを感じたりすることが、祈りへと通じると信じ
たい。
　
質問11）『あの世からのことづて』『異界からのサイ
ン』『現代民話考』中の怪異譚は、聞き書きの怪
異譚ですが、その中にはやはり怖いと感じられる
ものもあります。怪異譚の怖さについて、またそ
れを児童文学の作品に取り入れる際の描き方やご
留意されている点などをご教示ください。
松谷）児童文学の作品にとりいれるという意識はな
く、書いていく中で、自分の物語に自然につながっ
てゆくことの方が多い。
質問12）『あの世からのことづて』『異界からのサイ
ン』『現代民話考』には「現代の遠野物語である」
との読者評が多く、先生ご自身も、『あの世からの
ことづて』に「私の遠野物語」とのサブタイトル
を付けておられます。
　　柳田国男の『遠野物語』とは、先生にとってど
のような位置づけの書物でしょうか。
松谷…柳田国男の『遠野物語』について、確かに「遠
野」を知るというきっかけになっているが、自分
の中で、直に触れること、そこからさらに生まれ
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てくるものを求めた。その土地をたずねて直に話
を聞くことは、夫であった瀬川拓男が重視した。
それを、採訪といっている。
質問13）長年のファンの方々も多いと聞いておりま
す。読者の方々に対するメッセージがございまし
たら、お伺いしたいと存じます。
松谷）目に見えるものが全てではなく、その裏にひ
そむものにも目が行き届くように。
質問14）最後に、先生の今後の目標とされる事や、
ご抱負などをお聞かせいただけましたら幸いでご
ざいます。
松谷）現代の民話として残ってゆく問題。自然を守
ること、戦争や原発を無くすこと、それには、何
か必要なのか。それこそ、昔から伝わる怖い話の
中に答えがあるように思う。
　　いわゆる「民話ブーム］にとらわれることなく、
民話の奥底に潜むもの（物、者）に視点を向けて、
仕事をしたい。
松谷みよ子氏プロフィール…1926年東京生。17歳で
初めて童話を書く。
　坪田譲二氏に師事し、1951年には『貝になった子
ども』で第一回日本児童文学協会新人賞を受賞する。
その後、民話の収集を始め、民話をもとに創作し
1960年に刊行した『龍の子太郎』が第一回国際アン
デルセン国内賞・国際アンデルセン賞優良賞・第一
回講談社児童文学新人賞・産経児童出版文化賞を受
賞する。
　以後も、児童文学の様々な名作・話題作を発表し
続ける。主な作品としては、1964年『ちいさいモモ
ちゃん』・1974年『モモちゃんとアカネちゃん』な
どの“モモちゃんシリーズ”、1971年から始まる幼
年童話“オバケちゃんシリーズ”、1967年『いない
いないばあ』に始まる“あかちゃんの本シリーズ”、
社会問題に取り組んだ1969年『ふたりのイーダ』に
始まる“直樹とゆう子の物語五部作”がある。
　一方、民話の収集・再話の仕事も、現在まで精力
的に行ってきた。『昔話十二か月』全12巻、『現代民
話考』全12巻を出版し、NHK人間大学に「現代民話・
その発見と語り」で12回にわたって出演した。
注
『現代民話考７学校』（立風書房、1987年）の「序文　
明日の民話のために」より
　　「現代と民話という、おおかたの人びとにとっ
ては水と油のような言葉を初めて世に問うたのは
木下順二氏であった。一九五二年『文学』五月号
の『民話管見』で氏は、現代の民話の種が社会の
中で生まれきつつあることは疑いがない、その種
は突飛なようだがあるいは「税金」であるかもし
れない、「再軍備問題」であるかもしれない、とし、
この複雑であり巨大であり強烈であるものを現代
という決定的な瞬間において生々しく定着させた
いと述べた。
　…（中略）…
　　一九七八年、私どもの会は『民話の手帖』とい
う全国誌を発刊した。そのとき私は天啓のように
この雑誌に依って現代の民話を集めようと思い
たった。紙面で全国に呼びかけ、アンケートをし、
聞書をとり、ずいぶん我儘に紙面を貰って「現代
民話考」を発足した。以来、明治以降を目安とし
て、上下二つの口・密造酒・偽汽車・天狗・河童・
文明開化・学校の怪談・ラジオ・テレビ局の笑い
と怪談・軍隊等々に取り組んだ。そのなかで一つ
の話の群から枝葉が延び花をつける成長の過程等
も見えてきた。しかし、あの世の話・神かくし・
生まれ変り等を集めるうちに私ははたと当惑した。
話者にとってそれはまさしく、あったること
0 0 0 0 0 0
であ
り、しかし数百年前語られていたものとも重なっ
た。では私が民話と思っていたことは、あったる
0 0 0 0
こと
0 0
であったのか。
　　いま私は私心をまじえず、寄せられた話を読者
の前へ置きたいと思う。」
　　引用文は、松谷みよ子氏の意向により一部変更
した。
（参考文献）…初出にて表記した。
『あの世からのことづて』松谷みよ子著、筑摩書房、
1984年
『異界からのサイン』松谷みよ子著、筑摩書房、
2004年
『現代民話考』全12巻、松谷みよ子著、立風書房、
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『ふたりのイーダ』松谷みよ子作、講談社、1969年
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『まえがみ太郎』松谷みよ子著、福音館書店、1965
年
『ちびっこ太郎』松谷みよ子著、フレーベル館、
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『遠野物語』佐々木喜善述、柳田国男著、柳田国男刊、
1910年
（付記）…本稿は、三浦・馬見塚が作成した書面に
よる質問に、松谷みよ子氏が回答した内容を瀬川
たくみ氏がまとめて書面によって回答し、後日、
三浦が松谷氏・瀬川氏と面会して内容を確認した
ものである。
